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食
品
の
営
業
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、「
営

業
届
出
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
営
業
届
出
」
に
つ
い
て
は
、
野
菜

や
果
物
の
販
売
業
、
弁
当
の
販
売
業

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

こ
の
届
出
は
本
年
11
月
30
日
ま
で

に
管
轄
の
保
健
所
に
提
出
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。「
営
業
届
出
」
は
、

食
品
衛
生
申
請
書
等
シ
ス
テ
ム
を
用

い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　

詳
細
は
、
東
松
山
保
健
所
ま
た
は

埼
玉
県
食
品
安
全
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

東
松
山
保
健
所

　

☎
０
４
９
３

－

２
２

－

０
２
８
０

　

埼
玉
県
食
品
安
全
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
６
０
８

学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

【
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）】

応
募
資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
ま

で
の
高
校
を
卒
業
ま
た
は
高
専
学

校
３
年
を
修
了
し
た
方
（
見
込
み

を
含
む
）

受
付
期
限　

10
月
27
日（
水
）

試
験
日
（
い
づ
れ
も
指
定
さ
れ
た
試

験
日
に
受
験
）

・
一
次

　

11
月
６
日（
土
）、
７
日（
日
）

・
二
次

　

12
月
７
日（
火
）〜
11
日（
土
）

【
航
空
学
生
】

応
募
資
格　

航
空
（
海
上
）
自
衛
隊

18
歳
以
上
21
（
23
）
歳
未
満
ま
で

の
高
校
を
卒
業
ま
た
は
高
専
学
校

３
年
を
修
了
し
た
方
（
見
込
み
を

含
む
）

受
付
期
限　

９
月
９
日（
木
）

試
験
日
（
い
づ
れ
も
指
定
さ
れ
た
試

験
日
に
受
験
）

・
一
次　

９
月
20
日（
月
・
祝
）

・
二
次　

10
月
16
日（
土
）〜
21
日（
木
）

・
三
次　

別
途
通
知

※
年
齢
は
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在

で
す
。

※
一
部
期
日
等
で
変
更
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本

部　

熊
谷
地
域
事
務
所　

担
当　

木
村

☎
０
４
８

－

５
２
２

－

４
８
５
５

相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も

人
権
委
員
会
委
員
（
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。）

問
合
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課

　

☎
０
４
８

－

８
５
９

－
３
５
０
７

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

　

専
門
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

ひ
き
こ
も
り
の
ご
本
人
・

家
族
・
関
係
者

日　

時　

予
約
制
で
毎
月
26
日
前
後

利
用
方
法　

東
松
山
保
健
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
松
山
保
健
所
保
健
予
防

推
進
担
当

　

☎
22

－

０
２
８
０

「
２
０
２
１
埼
玉
が
い
い
ね
！

保
育
士
就
職
フ
ェ
ア
」

　
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

働
き
方
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
県
内

１
０
０
以
上
の
保
育
所
等
と
保
育
の

仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
支
援
し
ま
す
。

日　

時　

９
月
４
日（
土
）、
５
日（
日
）

　

13
時
〜
17
時

場　

所

　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下
第
一
展
示
場

申
込
み　

当
日
参
加
可

問
合
せ
先

　

埼
玉
県
福
祉
部
少
子
政
策
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
３
４
９

日　

時

　

８
月
１
日（
日
）〜
９
月
30
日（
木
）

テ
ー
マ　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹
謗
中

傷
問
合
せ　

埼
玉
県
人
権
推
進
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

２
２
５
８

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
子
ど
も

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
へ
取
り

組
む
た
め
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間
と
し
て
、

通
常
の
受
付
時
間
を
延
長
す
る
な
ど

し
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
専
用
相
談
電
話
に
よ
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

期　

間

　

８
月
27
日（
金
）〜
９
月
２
日（
木
）

時
間　

８
時
30
分
〜
19
時

※ 

た
だ
し
、
８
月
28
日（
土
）及
び
８

月
29
日（
日
）は
、
10
時
か
ら
17
時

ま
で

電
話
番
号

　

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

　
（
無
料
）

※ 

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ

ん
。

金
婚
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す

〜
金
婚
の
祝
い
の
ご
案
内
〜

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
結
婚
50

年
を
迎
え
た
ご
夫
婦
へ
「
金
婚
の
祝

い
」
を
行
い
ま
す
。（
自
己
申
告
制

と
な
り
ま
す
。）

日　

時　

10
月
14
日（
木
）13
時

場　

所　

役
場
町
民
ホ
ー
ル

対　

象

・
昭
和
46
年
1
月
1
日
〜
12
月
31
日

の
間
に
婚
姻
し
、
町
内
に
1
年
以

上
居
住
さ
れ
て
い
る
ご
夫
婦

・
上
記
の
期
間
以
前
（
昭
和
43
〜
45

年
）
に
婚
姻
し
、
ま
だ
当
町
で
お

祝
い
を
受
け
て
い
な
い
ご
夫
婦

申
込
み

　

 

８
月
27
日（
金
）ま
で
に
嵐
山
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ

問
合
せ　

嵐
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
62

－

０
７
２
２

人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
オ
ン
ラ
イ
ン
２
０
２
１
」

　

埼
玉
県
で
は
、
人
権
尊
重
社
会
を

め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
月
間
の
事
業

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
人
権
啓
発
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
人
権
メ
ッ

セ
ー
ジ
動
画
配
信
や
人
権
啓
発
パ
ネ

ル
、
ポ
ス
タ
ー
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
展
示
等
を

通
じ
て
人
権
意
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
是
非
イ

ベ
ン
ト
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

絵
本
や
子
供
向
け
の
本
か
ら
、
平

等
な
社
会
に
す
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
以
上
の
方
ま

で
幅
広
く
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
文
部
科
学
省

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

国
立
女
性
教
育
会
館
情
報
課

　

☎
62

－

６
１
９
５

　

E-m
ail infodiv@

nw
ec.jp 

成
年
後
見
な
ん
で
も
電
話
相
談

　

９
月
は
、
九
都
県
市
合
同
の
成
年

後
見
制
度
普
及
促
進
月
間
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
、
利
用
を
お
考
え
の
方
の
疑
問

に
、
後
見
実
務
に
詳
し
い
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
が
お
答
え

し
ま
す
。

日　

時

　

９
月
４
日（
土
）10
時
〜
16
時

電
話
番
号

　

０
４
８

－
７
１
０

－

５
０
４
０

　
（
当
日
の
み
）

問
合
せ

　

県
地
域
包
括
ケ
ア
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
２
５
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
、
中
止
や
延
期
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」

オ
ン
ラ
イ
ン
出
展
に
つ
い
て

　

国
立
女
性
教
育
会
館（
Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
）

は
、
８
月
18
日（
水
）・
19
日（
木
）に

開
催
さ
れ
る
「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学

デ
ー
」
に
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

「SD
Gs

ゴ
ー
ル
５
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
』
を
学
ん
で
み
よ
う
」（
無
料
）

を
出
展
し
ま
す
。

　

国
連
の
定
め
た
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（SD

Gs

）」
の
目
標
５
は

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」

で
す
。
日
本
で
も
世
界
で
も
、
ま
だ

ま
だ
女
性
と
男
性
に
は
い
ろ
い
ろ
な

格
差
が
あ
り
ま
す
。

ヒューマンフェスタ
オンラインで検索

こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー

検
索

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
前
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
印
象
の
日
本
で
す

が
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
ち
ら
ド
イ
ツ
で
は
、
序
盤
で
接

種
に
遅
れ
が
出
た
も
の
の
、
６
月
30

日
現
在
は
国
民
８
千
４
百
万
人
の
半

数
が
１
回
目
接
種
を
終
了
、
35
％
が

２
回
目
を
終
了
し
た
そ
う
で
す
。

　
ド
イ
ツ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
加
速

し
た
背
景
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
を
抜
き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。
実

際
、
私
も
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
で
の
接

種
時
は
問
診
こ
そ
ド
ク
タ
ー
が
行
い

ま
し
た
が
、
私
に
注
射
を
打
っ
た

の
は
元
看
護
師
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

の
方
で
し
た
。
こ
れ
だ

け
聞
く
と
驚
き
ま
す
が
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ

う
な
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
手
際

も
素
晴
ら
し
く
あ
っ
と

い
う
間
に
終
了
し
ま
し

た
。
感
染
爆
発
の
ド
イ

ツ
の
状
況
を
鑑
み
、
こ

う
い
っ
た
行
為
に
踏
み

切
れ
る
合
理
的
な
所
が

ド
イ
ツ
だ
な
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　
最
近
の
ド
イ
ツ
人
と

の
挨
拶
に
も
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
従
来
の
開

口
の
挨
拶
〝
ヴ
ィ
　
ゲ
ッ

ツ
？
〞（
元
気
？
）
か
ら
、

ワ
ク
チ
ン
打
っ
た
？
ど
れ
打
っ
た
？

元
気
？
と
、
あ
る
一
定
の
年
齢
の

方
々
と
話
す
時
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
話

題
が
冒
頭
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
ご
時
世
を
感
じ
ま
す
。

　
先
週
学
生
達
と
一
緒
に
臨
ん
だ
舞

台
と
音
楽
を
融
合
し
た
卒
業
公
演

が
、
学
内
の
６
０
０
人
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
人
数
制
限
は
あ
っ
た
も
の

の
観
客
を
入
れ
て
の
公
演
は
、
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
後
初
め
て
だ
っ
た
の
で
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
接
種
が
進
み
レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
店

も
オ
ー
プ
ン
し
、
今
ま
で
の
自
由
を

取
り
戻
し
た
か
の
様
な
街
の
雰
囲
気

を
感
じ
ま
す
が
、
連
邦
政
府
の
防
疫

措
置
に
よ
る
感
染
予
防
対
策
は
現
在

も
続
い
て
い
ま
す
。
接
種
終
了
者
は

２
週
間
後(

公
共
機
関
や
、
お
店
等

を
除
き)

マ
ス
ク
着
用
を
免
除
さ
れ

る
ら
し
い
で
す
が
、
そ
れ
も
懸
念
し

て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
嫌
い
の
欧
米
人

と
自
己
の
公
衆
衛
生
に
対
し
て
の
意

識
の
ズ
レ
も
大
き
く
、
多
民
族
国
家

で
共
存
し
て
い
く
難
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
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